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卒業後は、陸上自衛官(士長）
に任用されますが、その他に、
防衛大学校を受験して自衛隊
の幹部を目指したり、海上・
航空自衛隊のパイロットを目
指して航空学生のコースを受
験することも可能です。

教
育
内
容
は
、

①
一
般
の
高
校
の
普
通

科
と
同
等
の
教
育
を
行

う
「
一
般
教
育
」

②
工
業
高
校
に
準
拠
す

る
専
門
的
技
術
の
教
育

を
行
う
「
専
門
教
育
」

③
陸
上
自
衛
官
（
陸
曹

候
補
者
）
と
し
て
必
要

な
防
衛
教
養
や
各
種
訓

練
を
行
う
「
防
衛
基
礎

学
」

④
生
徒
会
活
動
や
ク
ラ

ブ
活
動
を
行
う
「
特
別

活
動
」
を
４
本
柱
と
し

て
い
ま
す
。

山梨地本公式

🌠山梨地本では、高等工科学校に関
する説明会を計画しておりますので、
ご関心のある方は、保護者の方も含
めお気軽にお問合せください！

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

陸
上
自
衛
隊
に
は
、
中
学
卒
業
後
に
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
10
月
１
日
か
ら
応
募
受
付
が
始
ま
っ
て
い
る

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
！

自衛隊山梨地本便り

現在募集中の入隊コースだよ～

高等工科学校生徒の身分は特
別職国家公務員であり、入学
金・授業料は無料である他、
月約10万円の生徒手当と年２
回のボーナスが支給されます。
また、学校で使用する制服等
は貸与され、食事及び居住場
所は無償で提供されるという
好条件で、３学年卒業時に高
校卒業の資格を取得できます。

３学年になると生徒は
それぞれの特性・関心に応じて、
・教養専修コース
・理数専修コース
・国際専修コース
・システムサイバー専修コース
の４つのコースから１つを
選択して履修します。更に
高機能化する装備品の整備や
運用、情報機器等の活用、国際
貢献活動やシステム・サイバー
等の様々な分野で、将来の陸上
自衛隊において活躍するために
必要な技術的スペシャリストの
素地をつくります。

高
等
工
科
学
校
は
、

神
奈
川
県
横
須
賀
市
の

相
模
湾
に
面
す
る
武
山

駐
屯
地
内
に
所
在
し
て

お
り
、
自
衛
隊
で
唯
一
、

中
学
を
卒
業
し
た
生
徒

が
進
学
す
る
学
校
で
す
。

「
技
術
的
な
識
能
を
有

し
、
知
徳
体
を
兼
ね
備

え
た
伸
展
性
あ
る
陸
上

自
衛
官
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
人
材
を
育
成
す

る
。
」
と
い
う
理
念
の

も
と
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
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技術的スペシャリストの
素地を育成する

手当を受けながら
高校卒業の資格が得られる 多様な進路を選べる

陸上自衛隊高等工科学校の紹介
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９
月
15

日
（
金
）

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

に
お
い
て
、
一
般
財
団

法
人
自
衛
隊
援
護
協
会

が
主
催
す
る
山
梨
県
任

期
制
隊
員
合
同
企
業
説

明
会
を
協
賛
の
山
梨
県

自
衛
隊
退
職
者
雇
用
協

力
会

会
長
進
藤
中
氏

ご
臨
席
の
も
と
実
施
し

ま
し
た
。

今
回
の
企
業
説
明
会

は
、
事
前
に
参
加
隊
員

の
希
望
業
種
等
を
把
握

し
、
8

名
の
隊
員
に

対
し
、
23

社
と
数
多

く
の
企
業
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
衛
隊
は
精
強
性
を

維
持
す
る
た
め
、
任
期

制
自
衛
官
を
採
用
し
て

お
り
、
任
期
満
了
に
伴

い
20

代
半
ば
か
ら
30

代
で
退
職
す
る
隊
員
の

再
就
職
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
退
職
自
衛
官
は
、

在
職
中
の
職
務
遂
行
と

教
育
訓
練
に
よ
り
培
っ

た
責
任
感
や
協
調
性
な

ど
の
資
質
や
取
得
し
た

資
格
等
を
活
か
し
て
幅

広
い
分
野
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

説
明
会
で
は
、
6

回

の
面
談
時
間
を
設
け
、

参
加
し
た
隊
員
は
企
業

担
当
者
様
の
丁
寧
な
説

明
に
耳
を
傾
け
「
と
て

も
参
考
に
な
り
、
企
業

の
イ
メ
ー
ジ
が
明
瞭
に

な
っ
た
。
」
等
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

山
梨
地
本
は
、
こ
れ
か

ら
も
、
退
職
す
る
自
衛

官
に
新
た
な
る
活
躍
の

ス
テ
ー
ジ
を
用
意
で
き

る
よ
う
1

人
1

人
に

寄
り
添
っ
た
手
厚
い
サ

ポ
ー
ト
に
よ
り
就
職
活

動
を
援
助
し
て
い
き
ま

す
。
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自衛隊山梨地本便り

の

自衛官という職業に憧れを

抱いており、中学校卒業後か
ら入校できる高等工科学校の
話を聞いて、入校すれば早く
一人前の自衛官になり、自分
自身も成長できると思ったか
らです。

中学校卒業で、地元をそして親元を離れて

自衛隊に入隊するのはとても勇気が必要なこ
とだとは思いますが、高工校はやる気があれ
ば誰でも成長できる学校です。勉強を学びな
がら手当を支給される学校はここしかありま
せん。毎日やりがいに満ちた充実した生活を
送るためにお互い頑張りましょう。

高工校の生活は慣れるまでが大

変ですが、慣れれば同期とともに
楽しむことができます。今、山梨
県人会は消滅の危機に瀕していま
す。自衛隊に興味がある人、進路
に悩んでいる人は選択肢の一つと
して考えてみてください。受験頑
張ってください。入校したら一緒
に頑張っていきましょう。

受験生に向けてメッセージ

入校の動機は？

私の父が自衛官で、駐屯地の創立

記念行事を見に行った際に、仕事を
している自衛官の姿をみて憧れを抱
きました。幼い時から人の役に立て
る職業に就きたいと思っており、中
学生の時に高等工科学校の存在を知
り入隊を決めました。

入校の動機は？

受験生に向けてのメッセージ

入校して間もないころは、

これまでと生活リズムが
違って大変でした。しかし、
慣れて余裕ができると同期
と楽しい時間を過ごせるよ
うになりました。勉強や運
動が苦手な私でも同期たち
のサポートで不安なく生活
することができています。
高工校は同期と協力しなが
ら生活しているので、目標
を達成すると、自分だけで
なく同期の分まで一緒に達
成感を味わえると感じまし
た。

入校して感じたことは？

最初は何もかもが初めてで

不安ばかりでしたが、先輩や
職員のサポートもあって、
日々成長していると感じてい
ます。全国から集まった同期
とお互いに助け合いながら生
活するので、同期との仲も深
まっています。

入校して感じたことは？

紹介

令
和
5
年
度
山
梨
県

任
期
制
隊
員
合
同
企
業
説
明
会

陸上自衛隊
高等工科学校１年

漆谷 真人

陸上自衛隊
高等工科学校１年

横内 壕


